
空知の炭鉱関連施設と生活文化
～日本の経済成長を支えた「ヤマ」の遺構～

空知地域は、最盛期の1960年代に約
110炭鉱、約1,750万トンの規模を誇
る国内最大の産炭地として、北海道
開拓や日本の近代化を支えてきた。
エネルギー政策の転換により1990年
代には全ての炭鉱が閉山したが、立
坑櫓や炭鉱住宅、独特の食文化や北
海盆踊りなど、今でもヤマ（炭鉱）
に関する多くの記憶を残している。


